
 
 

改 善 箇 所 説 明 図 ① 

 

識別：銀色のシールをモデルナンバープレートの右横に貼り付ける。 

注：             は、追加部品を示す。            は必要に応じて交換する部品を示す。 

改善の内容 

全車両、当該遮音材を固定するブラケットを追加するとともに、インシュレータの部分焼

損、または、ブレーキ配管の溶損が認められる場合は、当該インシュレータ、または、当

該ブレーキ配管を新品と交換する。 
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基準不適合発生箇所 

ディーゼルエンジン搭載車において、エンジンルーム内の遮音

材の固定方法が不適切なため、ブレーキ配管の組付け角度によ

っては、ブレーキ配管により遮音材がエンジン側に押されてい

るものがある。そのため、そのままの状態で使用を続けると、

エンジンの熱により遮音材が軟化して更にエンジン過給器に近

づくものがあり、最悪の場合、過給器の熱により遮音材が焼損

するおそれがある。 
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